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●交通のご案内
東京メトロ 有楽町線、「麹町駅」半蔵門方面1番出口より徒歩4分
東京メトロ 有楽町線・半蔵門線、南北線「永田町駅」9b番出口より徒歩3分
東京メトロ 丸の内線・銀座線、「赤坂見附駅」D出口より徒歩8分

会場案内図

お問い合わせ先 財団法人 漁港漁場漁村技術研究所
Tel: 03-5833-3224 Fax: 03-5833-3226 http://www.jific.or.jp担当：石井、不動、林　e-mail: koho@jific.or.jp

シンポジウム

東日本太平洋沿岸の漁業地域は、東北地方太平洋沖地震に伴う未曾有
の大津波により多くの尊い人命が奪われるとともに、漁船、漁港、漁村、
市場、水産加工場なども壊滅的な被害を受けました。被災漁業地域の
復興は、一日も早い地域の漁業・水産業の再生・復興が鍵となります。
財団法人漁港漁場漁村技術研究所では、水産業、漁港、津波・防災、

地域づくりの各分野における高い見識と経験を有する大学及び研究機関
所属の有識者から構成される「漁業地域復興支援プロジェクトチーム」
を設置し、今後被災漁業地域の復興を図っていく際に考慮されるべき
視点や考え方について提言を行いました。漁業地域の一日も早い復興
と中日本～西日本の太平洋沿岸における今後の津波防災・減災対策の
推進のため、この提言を踏まえながら、関係者が一緒に「漁業地域の復旧・
復興」を考える契機としてシンポジウムを開催します。

漁業地域の
復旧・復興を考える

漁業地域の
復旧・復興を考える

12月2日（金）13:00～ 17:00

■主催： 財団法人 漁港漁場漁村技術研究所
 社団法人 全国漁港漁場協会

■後援： 水産庁（申請中）、内閣府（申請中）

■会場： 都市センターホテル コスモスホール

■対象： 国・地方公共団体（水産基盤整備事業担当者、防災担当者）、
 関係団体、研究機関、大学、漁協、民間企業等

平成23年

参加費

無 料

～復旧・復興のあるべき姿とは～



13:00～ 13:10

基調講演　13:10～ 14:40

❶「過去の災害復興の教訓を生かした漁業地域の復旧・復興」
講師：越澤 　明（北海道大学大学院工学研究院 教授）

❷「気仙沼市役所における津波被害との戦い」
講師：佐藤 健一（気仙沼市 危機管理監）

提言報告　14:40～ 15:00

「漁業地域の復旧・復興に向けて」
（漁業地域復興支援プロジェクトチーム提言）

中村 　隆（財団法人 漁港漁場漁村技術研究所 第１調査研究部 部長）

（休憩 10分　15:00～ 15:10）

パネルディスカッション　15:10～ 17:00

「漁業地域の復旧・復興を考える　～復旧・復興のあるべき姿とは～」
座　　長： 長野 　章 （公立はこだて未来大学 名誉教授）

パネラー： 合瀬 宏毅 （日本放送協会 解説主幹）
 佐藤 健一 （気仙沼市 危機管理監）
 藤間 功司 （防衛大学校システム工学群 教授）
 本田 直久 （水産庁漁港漁場整備部防災漁村課 課長）
 森部 慎之助 （高知県危機管理部 部長）
 山下 東子 （明海大学経済学部 教授）

（五十音順）
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第二部

第三部

■プログラム




